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(57)【要約】
【課題】低コスト化を実現すると共に装置構成を簡略化
し、更に、小型化を可能にした光源装置及び画像表示装
置を提供する。
【解決手段】光源装置２は、レーザ発振時にレーザ光２
０を発光面２２に対して垂直に射出する少なくとも一つ
の発光素子２４を有する発光部１０と、特定波長の光を
選択的に発光素子２４に戻すことによって、発光素子２
４を特定波長でレーザ発振させる外部共振器１６と、発
光部１０、及び、外部共振器１６が固定されたベースプ
レート１８と、発光素子２４と外部共振器１６との間で
、且つ、発光素子２４の表面より離れたレーザ光２０の
光路上に配置固定され、レーザ光２０の進行方向を変え
る光学素子１２とを備えた。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　レーザ発振時にレーザ光を発光面に対して垂直に射出する少なくとも一つの発光素子を
有する発光部と、
　特定波長の光を選択的に前記発光素子に戻すことによって、前記発光素子を特定波長で
レーザ発振させる外部共振器と、
　前記発光部及び前記外部共振器が固定されたベースプレートと、
　前記発光素子と前記外部共振器との間で、且つ、前記発光素子表面より離れた前記レー
ザ光の光路上に配置固定され、前記レーザ光の進行方向を変える光学素子と、
　を含むことを特徴とする光源装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の光源装置において、
　前記光学素子は、前記光学素子に入射した前記レーザ光の進行方向を略９０度変えるこ
とを特徴とする光源装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の光源装置において、
　前記光学素子と前記外部共振器との間の前記レーザ光の光路上に波長変換素子を更に含
み、
　前記波長変換素子は、前記ベースプレートに配置固定され、前記光学素子を通過した前
記レーザ光の波長を変換することを特徴とする光源装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の光源装置において、
　前記光学素子の前記レーザ光の光路中に、前記発光素子から入射する前記レーザ光に対
する前記波長変換素子に射出する前記レーザ光の比率を示す反射率又は透過率が、前記レ
ーザ光の偏光方向が異なる２つの偏光成分において異なる特性を有する偏光選択光学膜が
付与されていることを特徴とする光源装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の光源装置において、
　前記偏光選択光学膜の前記反射率又は透過率が高い偏光方向は、前記波長変換素子の分
極方向と略一致することを特徴とする光源装置。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか一項に記載の光源装置において、
　前記光学素子は、少なくともレーザ光の波長の光を反射する反射面を備えたミラーであ
ることを特徴とする光源装置。
【請求項７】
　請求項１～５のいずれか一項に記載の光源装置において、
　前記光学素子は、プリズムであることを特徴とする光源装置。
【請求項８】
　請求項７に記載の光源装置において、
　前記プリズムは、直角二等辺三角形断面の直角プリズムであり、
　前記直角二等辺三角形断面の長辺を含む前記直角プリズムの面は、残りの辺を含む前記
直角プリズムの面に対し略垂直に入射したレーザ光を反射する反射面であり、
　残りの辺のうち一辺を含む前記直角プリズムの面の一部は、スペーサー部を介して、前
記ベースプレートに配置固定されたことを特徴とする光源装置。
【請求項９】
　請求項８に記載の光源装置において、
　前記プリズムの前記スペーサー部配置面には、前記発光素子から射出或いは反射される
前記レーザ光が前記プリズムへ入射する際、前記レーザ光の反射を低減させる反射防止膜
が付与されていることを特徴とする光源装置。
【請求項１０】
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　請求項８又は９に記載の光源装置において、
　前記偏光選択光学膜は、前記プリズムの前記反射面及び前記スペーサー部配置面以外の
残りの一辺を含む前記直角プリズムの面に付与された場合、前記波長変換素子によって変
換された波長のレーザ光が前記外部共振器側から入射した際に、前記外部共振器側に反射
する波長分離機能が更に含まれていることを特徴とする光源装置。
【請求項１１】
　請求項１～５のいずれか一項に記載の光源装置において、
　前記発光部の前記発光素子に対する前記光学素子及び前記外部共振器の位置を決める位
置決め部を更に含むことを特徴とする光源装置。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の光源装置において、
　前記位置決め部は、ピンであることを特徴とする光源装置。
【請求項１３】
　請求項１～１２のいずれか一項に記載の光源装置と、
　前記光源装置から射出された光を画像信号に応じて変調する光変調装置と、
　前記光変調装置により形成された画像を投射する投射装置と、
　を含むことを特徴とする画像表示装置。
【請求項１４】
　請求項１～１２のいずれか一項に記載の光源装置と、
　前記光源装置から射出されたレーザ光を被投射面上で走査する走査部と、
　を含むことを特徴とする画像表示装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光源装置及び画像表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、光通信、光応用測定、光表示などのオプトエレクトロニクス分野において、半導
体レーザ光源の発振光を波長変換して用いるレーザ光源装置が広く使用されている。こう
したレーザ光源装置として、波長幅の狭いレーザビームを安定して供給するために、半導
体レーザ素子と外部共振器とを備え、外部共振器が特定波長の光を選択的に発光素子に戻
すことによって、前記発光素子を特定波長の光でレーザ発振させ、外部共振器を透過した
レーザ光を利用する外部共振型レーザが提案されている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
【特許文献１】特表２００６－５１１９６６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、図７に示すような、特許文献１に記載の外部共振型レーザは、例えば、
外部共振ミラー３０７を保持するために、レーザチップ３０１（３０３）を配置する面か
らレーザチップ３０１（３０３）の上方向に伸びた外部共振ミラー保持面をもつ凸部或い
はＬ字形状をした部材が必要になる。
【０００５】
　特に、レーザチップ３０１（３０３）と外部共振ミラー３０７との間に波長変換素子が
挿入されたレーザ構造の場合、外部共振ミラー保持面はレーザチップ３０１（３０３）か
ら波長変換素子の長さ分だけ多く離す必要があり、レーザチップ配置面から外部共振ミラ
ー保持面までの飛び出し部の寸法が長くなる。加えてレーザアレイチップの場合、外部共
振ミラー３０７はチップのアレイ方向長さ以上の幅が必要であり、外部共振ミラー保持面
を構成する飛び出し部も太い幅が必要となる。レーザチップ３０１（３０３）が配置され
る部材３０５の材質は、レーザチップ３０１（３０３）からの熱を放熱するため銅等の熱
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伝導率の良い金属が一般に使われる。
【０００６】
　つまり、飛び出し部の寸法が長く太い凸部を持つ金属部材或いはＬ字形状をした金属部
材は、ダイカストや金属粉末射出成形（ＭＩＭ）で製造するためコスト高になる。又、２
体を組み合わせてこの状態を作る場合は、２体を接合する工程が必要で作業が煩雑になり
更にコスト高になる。更に又、長く太い凸部或いはＬ字形状をした部材を設けるためスペ
ースが必要となり、十分な小型化（薄型化）を図ることができなかった。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、上述の課題の少なくとも一部を解決するためになされたものであり、以下の
形態又は適用例として実現することが可能である。
【０００８】
　［適用例１］レーザ発振時にレーザ光を発光面に対して垂直に射出する少なくとも一つ
の発光素子を有する発光部と、特定波長の光を選択的に前記発光素子に戻すことによって
、前記発光素子を特定波長でレーザ発振させる外部共振器と、前記発光部及び前記外部共
振器が固定されたベースプレートと、前記発光素子と前記外部共振器との間で、且つ、前
記発光素子表面より離れた前記レーザ光の光路上に配置固定され、前記レーザ光の進行方
向を変える光学素子と、を含むことを特徴とする光源装置。
【０００９】
　これによれば、光学素子を用いることにより長く太い凸部或いはＬ字形状をした部材が
不要である。又、発光部と光学素子と外部共振器とを同一方向からベースプレートに配置
固定すればよいため製造時の作業性に優れ、製造のサイクルタイムが短くなる。これによ
り、低コスト化を実現すると共に装置構成を簡略化し、更に、小型化を可能にした。
【００１０】
　［適用例２］上記光源装置であって、前記光学素子は、前記光学素子に入射した前記レ
ーザ光の進行方向を略９０度変えることを特徴とする光源装置。
【００１１】
　これによれば、発光部と光学素子と外部共振器とをベースプレート上に配置固定するこ
とが容易になる。
【００１２】
　［適用例３］上記光源装置であって、前記光学素子と前記外部共振器との間の前記レー
ザ光の光路上に波長変換素子を更に含み、前記波長変換素子は、前記ベースプレートに配
置固定され、前記光学素子を通過した前記レーザ光の波長を変換することを特徴とする光
源装置。
【００１３】
　これによれば、波長変換する構成において、外部共振器が波長変換前の光線を折り返し
、波長変換素子に連続的に透過させることで、波長変換を無駄なく行うことができ、波長
変換素子の変換効率を高めることができる。
【００１４】
　［適用例４］上記光源装置であって、前記光学素子の前記レーザ光の光路中に、前記発
光素子から入射する前記レーザ光に対する前記波長変換素子に射出する前記レーザ光の比
率を示す反射率又は透過率が、前記レーザ光の偏光方向が異なる２つの偏光成分において
異なる特性を有する偏光選択光学膜が付与されていることを特徴とする光源装置。
【００１５】
　これによれば、偏光方向が揃ったレーザ光になるので、液晶のような偏光制御型のデバ
イスと組み合わせた際に、光の利用効率を高められる。
【００１６】
　［適用例５］上記光源装置であって、前記偏光選択光学膜の前記反射率又は透過率が高
い偏光方向は、前記波長変換素子の分極方向と略一致することを特徴とする光源装置。
【００１７】
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　これによれば、波長変換素子の変換効率が高い分極方向の偏光光のみレーザ発振させ、
波長変換素子の変換効率を高められる。
【００１８】
　［適用例６］上記光源装置であって、前記光学素子は、少なくともレーザ光の波長の光
を反射する反射面を備えたミラーであることを特徴とする光源装置。
【００１９】
　これによれば、効果的なレーザ光の進行方向の変換を低コストで実現することが容易に
なる。
【００２０】
　［適用例７］上記光源装置であって、前記光学素子は、プリズムであることを特徴とす
る光源装置。
【００２１】
　これによれば、更に効果的なレーザ光の進行方向の変換を低コストで実現することが容
易になる。
【００２２】
　［適用例８］上記光源装置であって、前記プリズムは、直角二等辺三角形断面の直角プ
リズムであり、前記直角二等辺三角形断面の長辺を含む前記直角プリズムの面は、残りの
辺を含む前記直角プリズムの面に対し略垂直に入射したレーザ光を反射する反射面であり
、残りの辺のうち一辺を含む前記直角プリズムの面の一部は、スペーサー部を介して、前
記ベースプレートに配置固定されたことを特徴とする光源装置。
【００２３】
　これによれば、発光部と光学素子と外部共振器とをベースプレート上に配置固定するこ
とが容易になる。
【００２４】
　［適用例９］上記光源装置であって、前記プリズムの前記スペーサー部配置面には、前
記発光素子から射出或いは反射される前記レーザ光が前記プリズムへ入射する際、前記レ
ーザ光の反射を低減させる反射防止膜が付与されていることを特徴とする光源装置。
【００２５】
　これによれば、発光素子近傍に存在するプリズム面の反射を低減させることで、発光素
子と外部共振器とによるレーザを安定に発振させることができる。
【００２６】
　［適用例１０］上記光源装置であって、前記偏光選択光学膜は、前記プリズムの前記反
射面及び前記スペーサー部配置面以外の残りの一辺を含む前記直角プリズムの面に付与さ
れた場合、前記波長変換素子によって変換された波長のレーザ光が前記外部共振器側から
入射した際に、前記外部共振器側に反射する波長分離機能が更に含まれていることを特徴
とする光源装置。
【００２７】
　これによれば、波長変換する構成において、プリズムで波長変換素子によって変換され
た波長のレーザ光を折り返すことで、波長変換されたレーザ光を発光素子に戻すことなく
、波長変換素子、外部共振器内を通過させて取り出すことができるので、波長変換を無駄
なく行うことができる。
【００２８】
　［適用例１１］上記光源装置であって、前記発光部の前記発光素子に対する前記光学素
子及び前記外部共振器の位置を決める位置決め部を更に含むことを特徴とする光源装置。
【００２９】
　これによれば、効果的な位置決めを実現することが容易になる。
【００３０】
　［適用例１２］上記光源装置であって、前記位置決め部は、ピンであることを特徴とす
る光源装置。
【００３１】
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　これによれば、効果的な位置決めを低コストで実現することが容易になる。
【００３２】
　［適用例１３］上記のいずれかに記載の光源装置と、前記光源装置から射出された光を
画像信号に応じて変調する光変調装置と、前記光変調装置により形成された画像を投射す
る投射装置と、を含むことを特徴とする画像表示装置。
【００３３】
　これによれば、光学素子を用いることにより長く太い凸部或いはＬ字形状をした部材が
不要である。又、発光部と光学素子と外部共振器とを同一方向からベースプレートに配置
固定すればよいため製造時の作業性に優れ、製造のサイクルタイムが短くなる。これによ
り、低コスト化を実現すると共に装置構成を簡略化し、更に、小型化を可能にした。
【００３４】
　［適用例１４］上記のいずれかに記載の光源装置と、前記光源装置から射出されたレー
ザ光を被投射面上で走査する走査部と、を含むことを特徴とする画像表示装置。
【００３５】
　これによれば、光学素子を用いることにより長く太い凸部或いはＬ字形状をした部材が
不要である。又、発光部と光学素子と外部共振器とを同一方向からベースプレートに配置
固定すればよいため製造時の作業性に優れ、製造のサイクルタイムが短くなる。これによ
り、低コスト化を実現すると共に装置構成を簡略化し、更に、小型化を可能にした。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３６】
　以下、実施の形態について図面を参照して説明する。
  （第１の実施の形態）
  図１は、第１の実施の形態に係る光源装置を示す平面図及び側面図である。図２は、図
１のII－II線断面図である。本実施の形態に係る光源装置２は、図１に示すように、発光
部１０と、光学素子としての反射ミラー１２と、波長変換素子１４と、外部共振器１６と
、ベースプレート１８とを含んでいる。
【００３７】
　（Ａ．光源装置の機能）
  まず、図２を参照して、光源装置２の機能について説明する。
  発光部１０は、レーザ光２０を発光面２２に対して略垂直に射出する少なくとも一つの
発光素子（面発光型半導体レーザ）２４を有している。発光素子２４から射出される光は
、初期状態では特定の波長（基本波長）付近にピークを有するブロードな発光分布を有し
ているが、外部共振器１６との間でレーザ発振させることにより、基本波長付近に鋭いピ
ークを有するレーザ光２０となる。発光素子２４から射出されたレーザ光２０は、後述す
る反射ミラー１２を介して波長変換素子１４へ入射する。
【００３８】
　波長変換素子１４は、反射ミラー１２と外部共振器１６との間に形成されたレーザ光２
０の光路上に配置されており、入射したレーザ光２０を特定の波長（変換波長）に変換す
る非線形光学素子である。例えば、波長変換素子１４が、入射したレーザ光２０を半分の
波長に変換するものである場合、波長変換素子１４は、１０６４ｎｍのレーザ光２０を５
３２ｎｍに変換して射出する。ただし、波長変換素子１４による変換効率は、３０～５０
％程度であり、発光素子２４から射出されたレーザ光２０のすべてが、変換波長に変換さ
れるわけではない。又、波長変換素子１４による波長変換効率は非線形の特性を有してお
り、例えば、波長変換素子１４に入射するレーザ光の強度が強いほど、変換効率が向上す
る。波長変換素子１４は、例えば、非線形光学結晶を用いた分極反転デバイスによって構
成することができる。波長変換素子１４から射出されたレーザ光２０は、外部共振器１６
へ入射する。
【００３９】
　外部共振器１６は、発光素子２４から波長変換素子１４を介して射出されるレーザ光２
０の光路上に設けられており、基本波長と等しい波長の光を選択し、その９８～９９％程
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度を発光素子２４に戻す機能を有する。その選択特性は、非常に狭帯域であり、略基本波
光と等しい波長の光のみを選択的に反射するようなものである。
【００４０】
　波長変換素子１４から射出されたレーザ光のうち、変換波長に変換されなかった光、つ
まり、基本波長のまま波長変換素子１４から射出された光は、外部共振器１６によって反
射され、再度波長変換素子１４及び反射ミラー１２を介して発光素子２４に戻される。発
光素子２４に戻された基本波長の光は、発光素子２４の内部で反射されて、再び発光素子
２４から射出される。このようにして、基本波長の光が発光素子２４と外部共振器１６と
の間で往復することにより、基本波長の光が増幅され、狭帯域の（つまり、基本波長付近
に鋭いピークを有する）レーザ光２０が得られる。すなわち、外部共振器１６は、発光素
子２４を狭帯域でレーザ発振させる機能を備えている。
【００４１】
　一方、波長変換素子１４から射出されたレーザ光のうち、変換波長に変換されたレーザ
光３８は、外部共振器１６を透過して、光源装置２からレーザ光３８として射出される。
【００４２】
　尚、外部共振器１６は、光透過性を有する基板内に体積型位相格子を形成したものであ
り、図示しないが光路に沿って設けられた多数のブラッグ層を設けた構成となっている。
基板としては、例えばＳｉＯ2を主体としたアルカリボロアルミノシリケートガラスが使
われる。
【００４３】
　（Ｂ．光源装置の構造）
  次に、図１及び図２を参照して、光源装置２の構造を説明する。
  本実施の形態の光源装置２では、発光部１０、波長変換素子１４、及び外部共振器１６
が、ベースプレート１８上に固定されている。そして、発光部１０と波長変換素子１４と
の間に、レーザ光２０の進行方向を変える反射ミラー１２が設けられている。
【００４４】
　発光部１０は、図２に示すように、支持部２６によって支持された状態で、ベースプレ
ート１８上に固定されている。
【００４５】
　反射ミラー１２は、発光素子２４から射出されるレーザ光２０の光路上に設けられてい
る。反射ミラー１２は、発光部１０より射出されたレーザ光２０を折り曲げて、その進行
方向を変える機能を備えている。具体的には、反射ミラー１２は、レーザ光２０が略４５
度で入射するように配置されており、反射ミラー１２に入射したレーザ光２０の進行方向
を略９０度変える。反射ミラー１２としては、鏡面加工された金属、及び、ガラス、セラ
ミクス、樹脂等の基材上にアルミニウム等の金属反射膜を形成したもの、そして更に該金
属反射膜上にガラス等の透明板を積層した構成等の公知のものを採用することができる。
反射ミラー１２とスペーサー部２８とは、接着等で接合されミラーアッシー３０を構成し
ている。これにより、発光部１０と反射ミラー１２と外部共振器１６とをベースプレート
１８上に配置固定することが容易になる。又、効果的なレーザ光の進行方向の変換を低コ
ストで実現することが容易になる。
【００４６】
　反射ミラー１２のレーザ光２０，４６が反射する面には、偏光選択光学膜３１が付与さ
れている。偏光選択光学膜３１は、所定の入射角でレーザ光２０，４６に含まれる略直交
する直線偏光光（Ｐ偏光光及びＳ偏光光）の一方（例えばＰ偏光光）の反射率が、他方（
例えばＳ偏光光）の反射率よりも高い性質に形成されている。ここでは、偏光選択光学膜
３１の反射率が、発光部１０から入射するレーザ光に対する波長変換素子１４に射出する
レーザ光の比率を意味している。偏光選択光学膜３１は、誘電体多層膜により構成されて
いる。誘電体多層膜は、例えばＳｉＯ2、ＺｒＯ2、ＴｉＯ2をＣＶＤによって形成するこ
とが可能であり、多層膜を構成する各層の厚さ、材料、及び層数は、求められる特性に応
じて最適化されているものである。これにより、偏光方向が揃ったレーザ光になるので、
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液晶のような偏光制御型のデバイスと組み合わせた際に、光の利用効率を高められる。又
、偏光選択光学膜３１の偏光方向は、波長変換素子１４の分極方向と略一致するように構
成されている。本実施の形態では、波長変換素子１４の分極方向が図２の上下方向であり
、偏光選択光学膜３１は、Ｐ偏光光の反射率がＳ偏光光の反射率よりも大きくなるよう形
成されている。
【００４７】
　図４は、第１の実施の形態に係る偏光選択光学膜３１の特性を示すグラフである。横軸
は偏光選択光学膜３１への入射光の波長（Wavelength）を示す。縦軸は偏光選択光学膜３
１の入射光に含まれる直線偏光光（Ｐ偏光光Ｔｐ及びＳ偏光光Ｔｓ）の透過率（Transmit
tance）を示す。偏光選択光学膜３１は、図４に示すように、Ｐ偏光光ＴｐとＳ偏光光Ｔ
ｓとでその偏光選択光学膜３１を透過するときの透過率が異なるように設定されている。
例えば、レーザ波の基本波である波長が１０６２ｎｍ付近の透過率は、Ｐ偏光光Ｔｐの方
がＳ偏光光Ｔｓに比べて高く設定されている。これにより、波長変換素子１４の分極方向
をＰ偏光光Ｔｐの偏光方向と略一致させることで、波長変換素子１４の変換効率が高い分
極方向の偏光光のみレーザ発振させ、波長変換素子１４の変換効率を高められる。
【００４８】
　又、偏光選択光学膜３１は、波長が５３１ｎｍ付近のレーザ光の透過率が０に設定され
ている。この付近のレーザ光は、偏光選択光学膜３１で反射される。本実施の形態では、
偏光選択光学膜３１は、発光素子２４に反射するような性質及び角度に形成されている。
尚、波長変換素子１４に反射するような性質及び角度に形成されていてもよい。
【００４９】
　波長変換素子１４は、反射ミラー１２と外部共振器１６との間のレーザ光２０の光路上
に配置されている。波長変換素子１４は、位置決め部３２（図１参照）を用いてベースプ
レート１８に位置が決められ固定されている。波長変換素子１４は、例えば、非線形光学
結晶を用いることができる。
【００５０】
　波長変換素子１４は、入射レーザ光を略半分の波長に変換する非線形光学素子であり、
レーザ光２０の波長を変換する。例えば、波長変換素子１４へ１０６４ｎｍのレーザ光２
０が入射すると、波長変換素子１４は、５３２ｎｍのレーザ光を射出する。波長変換素子
１４による波長変換効率は非線形の特性を有しており、例えば、波長変換素子１４に入射
するレーザ光の強度が強いほど、変換効率が向上する。又、波長変換素子１４の変換効率
は３０～５０％程度である。つまり、発光部１０から射出されたレーザ光２０のすべてが
、所定波長のレーザ光に変換されるわけではない。
【００５１】
　波長変換素子１４と波長変換素子ホルダー３４とは、接着等で接合され波長変換素子ア
ッシー３６を構成している。波長変換素子ホルダー３４内には、波長変換素子１４を適正
な温度に保つための温度コントロール部（図示せず）が配置されている。温度コントロー
ル部とは、具体的にはペルチェ素子、ヒーターという熱源と温度を検出するサーミスター
、白金抵抗体、熱電対等である。これにより、波長変換する構成において、外部共振器１
６が波長変換前の光線を折り返し、波長変換素子１４に連続的に透過させることで、波長
変換を無駄なく行うことができ、波長変換素子１４における変換効率を高めることができ
る。
【００５２】
　外部共振器１６は、発光素子２４の射出するレーザ光２０の光路上に設けられている。
外部共振器１６は、レーザ光２０と等しい波長の光を選択し、その９８～９９％程度を発
光素子２４に戻すことで、発光素子２４を狭帯域でレーザ発振させる外部共振器として機
能する。この際、発光素子２４と外部共振器１６との間のレーザ光パワーの１～２％が外
部共振器１６を透過しレーザ光として利用できる。
【００５３】
　又、外部共振器１６には透過率が高い波長領域を設けてあり、波長変換素子１４で波長
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変換されレーザ光２０の半分の波長になったレーザ光３８を透過させる。従ってレーザ光
３８もレーザ光として利用できる。ここで、外部共振器１６で反射され発光素子２４へ戻
る方向のレーザ光４６はレーザ光２０と同一波長であり、レーザ光４６も波長変換素子１
４を通過する際に半分の波長に変換される。
【００５４】
　外部共振器１６は、光透過性を有する基板内に体積型位相格子を形成したものであり、
図示しないが光路に沿って設けられた多数のブラッグ層を設けた構成となっている。基板
としては、例えばＳｉＯ2を主体とした例えばアルカリボロアルミノシリケートガラスが
使われる。外部共振器１６については周知であるため、詳細な説明を省略する。尚、本実
施の形態では、光透過性を有する基板内に体積型位相格子を形成した外部共振器１６を用
いたが、体積型位相格子以外に、ミラーとバンドパスフィルタとで形成された外部共振器
を用いてもよい。
【００５５】
　外部共振器１６と外部共振器ホルダー４０とは、接着等で接合され外部共振器アッシー
４２を構成している。外部共振器アッシー４２は、矢印Ａ（図１参照）及び矢印Ｂ（図２
参照）で表示した２方向の向きが調整されることにより、外部共振器１６で反射されて波
長変換素子１４を経て発光素子２４へ戻るレーザ光４６の向き（光量）を適切に調整する
。外部共振器アッシー４２は、矢印Ａ及び矢印Ｂで表示した２方向の向きを調整するため
、一つの位置決め部４４で位置決めされている。位置決め部４４は、ロボット等で外部共
振器アッシー４２の２方向の向きを調整した後、接着剤で固定される。
【００５６】
　ベースプレート１８は、支持部２６、ミラーアッシー３０、波長変換素子アッシー３６
、及び外部共振器アッシー４２が配置固定される取付け面が平坦なプレートである。ベー
スプレート１８の発光部１０を配置固定する面は、高い精度の平面度が要求される。その
平面加工時に波長変換素子１４、外部共振器１６を配置する部分も同時加工でき、ベース
プレート１８のこれら配置部分も高い精度の平面度で仕上げられる。ベースプレート１８
の材料は、熱伝導率の高い銅製である。又は、ベースプレート１８の材料は、熱を伝導さ
せる熱伝導材を用いて構成されている。熱伝導材としては、例えば、銅、真鋳、ステンレ
ス、アルミニウム、インジウム、金、銀、モリブデン、マグネシウム、ニッケル、鉄等の
金属部材、ダイアモンド、又はそれらのうちの少なくとも一つを含む部材を用いることが
できる。
【００５７】
　ベースプレート１８には、発光部１０と反射ミラー１２と波長変換素子１４と外部共振
器１６とが配置固定される。ベースプレート１８は、発光部１０の発光素子２４に対する
所定の位置を決める位置決め部３２，４４を有している。ベースプレート１８には、位置
決め用の位置決め部３２，４４があり、それらは発光部１０の発光素子２４を基準に配置
されている。ベースプレート１８は、位置決め部３２を用いて位置決めされた反射ミラー
１２と波長変換素子１４とを配置固定する。ベースプレート１８は、位置決め部４４を用
いて位置決めされた外部共振器１６を配置固定する。位置決め部３２，４４は、ピンであ
る。これにより、効果的な位置決めを実現することが容易になる。又、効果的な位置決め
を低コストで実現することが容易になる。
【００５８】
　各アッシー３０，３６，４２をそれらピンにて位置決めしてベースプレート１８に配置
し、接着等で固定することで光源装置２が完成する。
【００５９】
　本実施の形態によれば、光学素子を用いることにより外部共振器や波長変換素子を発光
素子のレーザ光射出方向に保持するための保持部材が不要である。又、発光部と光学素子
と外部共振器とを同一方向からベースプレートに配置固定すればよいため製造時の作業性
に優れ、製造のサイクルタイムが短くなる。これにより、低コスト化を実現すると共に装
置構成を簡略化し、更に、小型化を可能にした。
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【００６０】
　（第２の実施の形態）
  図３は、第２の実施の形態に係る光源装置を示す断面図である。尚、上記第１の実施の
形態と同一の部分には同一の符号を付し、重複する説明を省略する。本実施の形態では、
光源装置４は、光学素子としてのプリズム４８を含む。プリズム４８は、例えば、ガラス
や透明樹脂など周囲の空気よりも大きな屈折率を有する透光性材料からなる公知のものを
採用することができる。これにより、効果的なレーザ光の進行方向の変換を低コストで実
現することが容易になる。
【００６１】
　プリズム４８は、直角二等辺三角形断面の直角プリズムである。直角二等辺三角形断面
の長辺５０を含むプリズム４８のレーザ反射面は、残りの辺５２，５４を含むプリズム４
８の面に対し略垂直に入射したレーザ光２０，４６を反射する。プリズム４８を用いると
レーザ反射面の高精度の反射角度を得やすい。これにより、発光部と光学素子と外部共振
器とをベースプレート上に配置固定することが容易になる。尚、長辺５０を含むプリズム
４８のレーザ反射面には、レーザ光を反射する光学膜が付与されていてもよい。
【００６２】
　直角二等辺三角形断面の残りの辺のうち辺５２を含むプリズム４８の面は、スペーサー
部５８を介して、ベースプレート１８に配置固定されている。プリズム４８のスペーサー
部５８配置面には、発光素子２４から射出或いは反射されるレーザ光２０，４６がプリズ
ム４８へ入射する際、レーザ光２０，４６の反射を低減させる反射防止膜５３が付与され
ている。反射防止膜５３は、例えばＡＲコート（Anti Reflection Coating）である。Ａ
Ｒコートは、プリズム４８のスペーサー部５８配置面に屈折率の異なる２種類以上の薄膜
をコーティングすることにより、入射面での外光の反射を防ぐ性質及び角度に形成されて
いる。これにより、発光素子２４近傍に存在するプリズム４８のスペーサー部５８配置面
のレーザ光２０，４６の反射を低減させることにより、レーザ光２０，４６の反射による
発光素子２４への悪影響を減らし、発光素子２４と外部共振器１６とによるレーザを安定
に発振させることができる。この他、反射防止膜５３には、シリカコートやＡＲパネルな
どであってもよい。シリカコートは、反射防止面に微細なシリカを溶着させて微細な凹凸
を作って外光が乱反射するようにしたもので、低コストで実現できる。ＡＲパネルは、特
殊な反射防止フィルムを反射防止面に貼り付ける方式である。
【００６３】
　レーザ光２０，４６が透過するプリズム４８の辺５４を含む面には、偏光選択光学膜３
１が付与されている。尚、偏光選択光学膜３１の付与箇所は、レーザ光２０，４６が反射
する長辺５０を含むプリズム４８のレーザ反射面であってもよい。又、偏光選択光学膜３
１は、直角二等辺三角形断面の辺５４を含むプリズム４８の面に付与された場合、外部共
振器１６によって反射されたレーザ光４６が波長変換素子１４を通過して波長変換された
レーザ光を、再び外部共振器１６に反射する波長分離機能が更に含まれていてもよい。プ
リズム４８の波長変換素子１４と対向する面に、レーザ光４６が半分の波長に波長変換さ
れたレーザ光を反射する波長分離機能を含む偏光選択光学膜３１が付与されることで、波
長変換されたレーザ光を発光素子２４に戻すことなく、波長変換素子１４、外部共振器１
６内を通過させて取り出すことができる。波長変換されたレーザ光が発光素子２４で吸収
されることを防止でき、波長変換されたレーザ光を効率良く光源装置４から取り出せる。
プリズム４８とスペーサー部５８とは、接着等で接合されプリズムアッシー６０を構成し
ている。その他の構成については、第１の実施の形態で説明した内容を適用することがで
きる。尚、偏光選択光学膜３１に波長分離機能を含めず、別途波長分離機能を含む光学膜
を、辺５４を含むプリズム４８の面に付与してもよい。
【００６４】
　図４は、第２の実施に形態に係る偏光選択光学膜３１の特性を示すグラフである。横軸
は偏光選択光学膜３１への入射光の波長を示す。縦軸は偏光選択光学膜３１の入射光に含
まれる直線偏光光（Ｐ偏光光Ｔｐ及びＳ偏光光Ｔｓ）の透過率を示す。ここでは、偏光選
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択光学膜３１の透過率が、発光部１０から入射するレーザ光に対する波長変換素子１４に
射出するレーザ光の比率を意味している。偏光選択光学膜３１は、図４に示すように、Ｐ
偏光光ＴｐとＳ偏光光Ｔｓとでその偏光選択光学膜３１を透過するときの透過率が異なる
ように設定されている。例えば、レーザ光の基本波である波長が１０６２ｎｍ付近の透過
率は、Ｐ偏光光Ｔｐの方がＳ偏光光Ｔｓに比べて高く設定されている。本実施の形態では
、波長変換素子１４の分極方向をＰ偏光光Ｔｐの偏光方向と略一致させており、波長変換
素子１４の変換効率が高い分極方向の偏光光の強度が強いレーザが発振し、波長変換素子
１４の変換効率を高められる。
【００６５】
　又、偏光選択光学膜３１は、波長が５３１ｎｍ付近のレーザ光の透過率が０に設定され
ている。この付近のレーザ光は、偏光選択光学膜３１で反射される。このように偏光選択
光学膜３１に波長分離機能を持たせている。
【００６６】
　本実施の形態によれば、光学素子を用いることにより外部共振器や波長変換素子を発光
素子のレーザ光射出方向に保持するための保持部材が不要である。又、発光部と光学素子
と外部共振器とを同一方向からベースプレートに配置固定すればよいため製造時の作業性
に優れ、製造のサイクルタイムが短くなる。これにより、低コスト化を実現すると共に装
置構成を簡略化し、更に、小型化を可能にした。更に、波長変換されたレーザ光が発光素
子で吸収されることを防止でき、波長変換されたレーザ光を効率良く光源装置から取り出
せる。
【００６７】
　（第３の実施の形態）
  図５は、第３の実施の形態に係る画像表示装置を示す図である。本実施の形態では、上
記第１の実施の形態の光源装置２を備える画像表示装置６について説明する。尚、図５中
においては、簡略化のため画像表示装置６を構成する筐体は省略している。本実施の形態
に係る画像表示装置６は、スクリーン６２に光を供給し、スクリーン６２で反射する光を
観察することで画像を鑑賞するフロント投写型のプロジェクタである。上記第１の実施の
形態と重複する説明は省略する。画像表示装置６は、上記の光源装置２（図１参照）と同
様の構成の赤色光を射出する赤色レーザ光源（光源装置）８０Ｒ、緑色光を射出する緑色
レーザ光源（光源装置）８０Ｇ、青色光を射出する青色レーザ光源（光源装置）８０Ｂを
有する。画像表示装置６は、各色レーザ光源８０Ｒ、８０Ｇ、８０Ｂからの光を用いて画
像を表示する。
【００６８】
　赤色レーザ光源８０Ｒは、赤色光を供給する。フィールドレンズ８２は、赤色レーザ光
源８０Ｒからの赤色光を平行化させ、赤色光用空間光変調装置８４Ｒへ入射させる。赤色
光用空間光変調装置８４Ｒは、画像信号に応じて赤色光を変調する透過型液晶表示装置で
ある。赤色光用空間光変調装置８４Ｒで変調された赤色光は、色合成光学系であるクロス
ダイクロイックプリズム８６へ入射する。
【００６９】
　緑色レーザ光源８０Ｇは、緑色光を供給する。フィールドレンズ８２は、緑色レーザ光
源８０Ｇからの緑色光を平行化させ、緑色光用空間光変調装置８４Ｇへ入射させる。緑色
光用空間光変調装置８４Ｇは、画像信号に応じて緑色光を変調する透過型液晶表示装置で
ある。緑色光用空間光変調装置８４Ｇで変調された緑色光は、赤色光とは異なる側からク
ロスダイクロイックプリズム８６へ入射する。
【００７０】
　青色レーザ光源８０Ｂは、青色光を供給する。フィールドレンズ８２は、青色レーザ光
源８０Ｂからの青色光を平行化させ、青色光用空間光変調装置８４Ｂへ入射させる。青色
光用空間光変調装置８４Ｂは、画像信号に応じて青色光を変調する透過型液晶表示装置で
ある。青色光用空間光変調装置８４Ｂで変調された青色光は、赤色光、緑色光とは異なる
側からクロスダイクロイックプリズム８６へ入射する。
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【００７１】
　クロスダイクロイックプリズム８６は、４つの直角プリズムを貼り合わせて形成され、
その内面に互いに略直交するように配置された２つのダイクロイック膜８８，９０を有す
る。第１ダイクロイック膜８８は、赤色光を反射し、緑色光及び青色光を透過させる。第
２ダイクロイック膜９０は、青色光を反射し、赤色光及び緑色光を透過させる。クロスダ
イクロイックプリズム８６は、それぞれ異なる方向から入射した赤色光、緑色光及び青色
光を合成し、投写レンズ９２の方向へ射出させる。投写レンズ９２は、クロスダイクロイ
ックプリズム８６で合成された光をスクリーン６２の方向へ投写する。プロジェクタは、
スクリーンの一方の面に光を供給し、スクリーンの他方の面から射出される光を観察する
ことで画像を鑑賞する、いわゆるリアプロジェクタであってもよい。又、空間光変調装置
としては透過型液晶表示装置を用いる場合に限らず反射型液晶表示装置（Liquid Crystal
 On Silicon、ＬＣＯＳ）、ＤＭＤ（Digital Micromirror Device）、ＧＬＶ（Grating L
ight Valve）等を用いてもよい。
【００７２】
　本実施の形態によれば、光学素子を用いることにより外部共振器や波長変換素子を発光
素子のレーザ光射出方向に保持するための保持部材が不要である。又、発光部と光学素子
と外部共振器とを同一方向からベースプレートに配置固定すればよいため製造時の作業性
に優れ、製造のサイクルタイムが短くなる。これにより、低コスト化を実現すると共に装
置構成を簡略化し、更に、小型化を可能にした。
【００７３】
　（第４の実施の形態）
  又、第１又は第２の実施の形態の光源装置２，４は、走査型の画像表示装置にも適用さ
れる。
  図６は、第４の実施の形態に係る画像表示装置を示す図である。本実施の形態では、上
記第１の実施の形態の光源装置２を備える画像表示装置８について説明する。本実施の形
態に係る画像表示装置８は、第１の実施の形態の光源装置２と、光源装置２から射出され
た光をスクリーン６２に向かって走査するＭＥＭＳミラー（走査部）１１０と、光源装置
２から射出された光をＭＥＭＳミラー１１０に集光させる集光レンズ１１２とを備えてい
る。光源装置２から射出された光は、ＭＥＭＳミラー１１０を動かすことによって、スク
リーン６２上を横方向、縦方向に走査するように導かれる。カラーの画像を表示する場合
は、発光部１０を構成する複数の発光素子２４（図２参照）を、赤、緑、青のピーク波長
を持つ発光素子２４の組み合わせによって構成すればよい。
【００７４】
　本実施の形態によれば、光学素子を用いることにより外部共振器や波長変換素子を発光
素子のレーザ光射出方向に保持するための保持部材が不要である。又、発光部と光学素子
と外部共振器とを同一方向からベースプレートに配置固定すればよいため製造時の作業性
に優れ、製造のサイクルタイムが短くなる。これにより、低コスト化を実現すると共に装
置構成を簡略化し、更に、小型化を可能にした。
【００７５】
　尚、上記実施の形態では、波長変換素子１４を用い、入射したレーザ光２０を特定の波
長（変換波長）に変換して、変換波長のレーザ光３８を利用するようにしていたが、波長
変換素子１４を用いない光源装置にも適用することが可能である。この場合は、外部共振
器（反射率９８～９９％程度）を透過した１～２％程度の基本波長のレーザ光を出力光と
して利用することになる。
【００７６】
　上記実施の形態では、反射ミラー１２が、レーザ光２０が略４５度で入射するように配
置されており、反射ミラー１２に入射したレーザ光２０の進行方向を略９０度変えている
（つまり、レーザ光２０の光路を略９０度折り曲げている）が、その角度は一例に過ぎな
い。反射ミラー１２は、レーザ光２０の光路を０度より大きく１８０度未満の角度で折り
曲げるように配置されていればよく、レーザ光２０の光路上に、レーザ発振ができるよう



(13) JP 2008-288616 A 2008.11.27

10

20

30

に、発光素子２４、反射ミラー１２、波長変換素子１４、及び外部共振器１６が配置さて
いれば、本発明の目的は達成できる。ただし、小型化の効果を十分に得るためには、反射
ミラー１２が、レーザ光２０が２２．５度以上６７．５度以下で入射するように配置され
ており、反射ミラー１２に入射したレーザ光の光路を７７．５度以上１１２．５度以下で
折り曲げるように配置することが好ましい。更に、小型化の効果を最大限に得るためには
、上記実施の形態のように、レーザ光２０が略４５度で入射するように配置されており、
反射ミラー１２に入射したレーザ光２０の光路を略９０度折り曲げるように配置すること
が好ましい。
【図面の簡単な説明】
【００７７】
【図１】第１の実施の形態に係る光源装置を示す平面図及び側面図。
【図２】図１のII－II線断面図。
【図３】第２の実施の形態に係る光源装置を示す断面図。
【図４】第１及び第２の実施の形態に係る偏光選択光学膜の特性を示すグラフ。
【図５】第３の実施の形態に係る画像表示装置を示す図。
【図６】第４の実施の形態に係る画像表示装置を示す図。
【図７】従来の光源装置を示す図。
【符号の説明】
【００７８】
　２，４…光源装置、６，８…画像表示装置、１０…発光部、１２…光学素子（反射ミラ
ー）、１４…波長変換素子、１６…外部共振器、１８…ベースプレート、２０…レーザ光
、２２…発光面、２４…発光素子、２６…支持部、２８…スペーサー部、３０…ミラーア
ッシー、３１…偏光選択光学膜、３２…位置決め部、３４…波長変換素子ホルダー、３６
…波長変換素子アッシー、３８…レーザ光、４０…外部共振器ホルダー、４２…外部共振
器アッシー、４４…位置決め部、４６…レーザ光、４８…光学素子（プリズム）、５０…
長辺、５２…辺、５３…反射防止膜、５４…辺、５８…スペーサー部、６０…プリズムア
ッシー、６２…スクリーン、８０Ｒ…赤色レーザ光源、８０Ｇ…緑色レーザ光源、８０Ｂ
…青色レーザ光源、８２…フィールドレンズ、８４Ｒ…赤色光用空間光変調装置、８４Ｇ
…緑色光用空間光変調装置、８４Ｂ…青色光用空間光変調装置、８６…クロスダイクロイ
ックプリズム、８８…第１ダイクロイック膜、９０…第２ダイクロイック膜、９２…投写
レンズ、１１０…ＭＥＭＳミラー（走査部）、１１２…集光レンズ。
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